
奄美海域における 植食性魚類の食害防止技術の開発(令和3-4年度の事例)

目的： 食害防除網によ る 食害防除技術を開発する 。 漁場環境部 主任研究員 中島広樹

課題

方法等 ・ 調 査 手 法…ス ク ーバ潜水 調査員２ 名
・ 調 査 時 期…令和３ 年２ 月～令和４ 年５ 月， 月１ ～２ 回の頻度
・ 繁茂個体の測定…網内， 網外に繁茂する ホンダワ ラ 属藻類の藻長， 着生密度
・ 食 害 防 除 網…令和３ 年２ 月， 令和３ 年12月に縦４m×横８m×高さ４mの囲い網を設置

図１ 網内（左），網外（右）の平均藻長の推移（網掛部は網を設置した期間）

・ ２ 月設置では食害を受けた可能性があり ， 設置時期（ 12月頃ま でに） の検討が必要である 。

網設置状況（ 囲い網）調査場所： 内湾性藻場（ 瀬戸内町嘉鉄）
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※ 12月設置分は中間ブイ を追加し た

測定について

図２ 藻礁全景， 着生状況（ R3. 4. 8）

図３ 藻礁全景， 着生状況（ R4. 4. 27）
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結果

・ 網内は， 藻体のピ ーク が４ 月と なり ， その後枯死流失する ( 図１ ) 。

・ 網外は， 藻体がほと んど確認さ れず， 食害の影響を受けている 可能性がある ( 図１ ) 。

・ 令和３ 年は藻体があまり 伸長せず， 令和４ 年は藻長が最大2320mmま で伸長し た。 網内の着生密
度は年によ って大き く 変化はなかった( 図２ ， ４ ) 。

図４ 網内，網外の平均着生密度の
推移（網掛部は網を設置した期間）

・ 波浪が強いと ， 網の維持が困難である ため， 波浪が弱い場所を選定する 事が望まし い。

図５ 囲い網内の繁茂状況（R3.3.17）

・ 囲い網を用いた手法で， 約6㎡の藻場造成に成功し た( 図５ ) 。

・ 囲い網を用いた防除方法では， 造成でき る 藻場は網内の限ら れた面積と なる 。

藻場面積の算定方法

面積= 長辺 x 短辺 x 1/2
= 4. 2  x 2. 78 x 1/2
≒ 5. 8（ ㎡）

0. 4m

囲い網に対し て藻場が小さ い要因

・ 砂底上の基質が埋没し ている 。
・ 網に近い場所は干潮時に網と 擦れてる

可能性がある 。

・ 夏季に網を設置し なく ても ， 次期の繁茂に影響はないと 考えら れる 。


